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令和 5 年に県内で発生した 3 類感染症は、腸管出血性大腸菌（EHEC）感染症 55 人及び細菌性赤痢 1 人であった。

EHEC55 名由来株の O 血清群は、O26 が 22 株、 O157 が 18 株、その他が 15 株であった。O26VT1 の 13 人由来 13

株は 1 保育施設に関連していた。そのうち 12 株は MLVA 型が一致し、残りの 1 株は 2 遺伝子座のリピート数が異なっ

ていたが、疫学調査および PFGE の結果から 13 人は同一クローン由来株による集団感染と推察された。 
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1 はじめに 

感染症法における 3 類感染症は、特定の職業への就業

により集団感染を起こしうる疾患として、EHEC 感染症、

コレラ、細菌性赤痢、腸チフス及びパラチフスが規定さ

れ、診断した医師は直ちに保健所へ届け出る全数把握疾

患である。届出を受けた保健所は積極的疫学調査を開始

し、当センターは提供された菌株及び採取された検体に

ついて検査を実施している。 

この報告では、令和 5 年に県内（仙台市を除く）の保

健所へ届出のあった 3 類感染症における当センターの検

査成績を取り纏め、あわせて 1 保育施設の EHEC O26

集団感染事例について述べる。 

 

2 材料及び方法 
2.1 材 料 

令和 5 年に県内の 5 保健所 4 支所に届出のあった 3 類

感染症 37 人から得られた 37 菌株及び疫学調査により採

取された接触者検便 229 検体を材料とした。 

2.2 方 法 

菌株及び便は常法に従い菌分離、菌種同定、血清型及

び毒素型の検査を実施した。 

EHEC O157 と O26 の菌株は、「腸管出血性大腸菌

MLVA ハンドブック（O157、O26、O111 編） 第 1

版 地方衛生研究所全国協議会 保健情報疫学部会マニュ

アル作成ワーキンググループ編」に準じて遺伝子型別を

行った。サーマルサイクラーは SimpliAmp （applied 

biosystems）、フラグメント解析を行うシークエンサー

は SeqStudio（applied biosystems）を用いた。 

保育施設の EHEC O26 集団感染事例では、制限酵素

XbaⅠを用いた PFGE 法を実施した。CHEF MAPPER

（BIO RAD）を用い、パルスタイム 2.2～54.2 秒、電圧

6.0V／cm、泳動時間 17 時間の条件で行った。 

 

3 結 果 

3.1 3類感染症の検査成績 

EHEC感染症36人（下痢などで医療機関受診17人、食

品関連事業者などの定期検便18人、食中毒関連調査1人）

及び細菌性赤痢1人（同定期検便）の届出があった。接

触者検便でEHECが19人から分離され、EHEC感染者数

は合計で55人となった。細菌性赤痢1人は国外感染例と

推定され、分離株はShigella flexneri 2aであった。 

 EHEC55名の菌株のO血清群は、O26が22株、 O157

が18株、その他が15株であった（表1）。 

 

 

表 1. EHEC の血清型・毒素型（n=55） 

*1 現 仙南・仙塩広域水道事務所 
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O157のMLVA型は、22m0027が6株、23m0106が3

株、 23m0161が3株、その他が6株であった。 

O26のMLVA型は、23m2076が12株、23m2025が3株、

16m2155が2株、その他が5株であった（表2）。 

 

 

 

3.2 保育施設のEHEC集団感染事例成績 

10月11日に医療機関からA保健所へEHEC O26（VT1）

感染症の届出があった。患者は成人女性で、10月3日よ

り腹痛及び下痢を呈していた。10月13日に患者家族3人

（夫及び子供2人）の検便を実施し、子供2人から同菌が

検出された。その1人は保育施設（園児89人）を利用し

ていたため、同施設の他の園児全ての検便検査を実施し

た。園児8人から同菌が分離され、その6家族17人につい

ても検便を実施し、1家族2人から同菌が分離された。初

発の患者とその家族を含め、合計で13人のEHEC O26

（VT1）感染症が発生した。園児4人と家族1人は無症状

病原体保有者であった。 

13人由来株のMLVA型は、23m2076が12株、2遺伝子

座（EH26-7及びO157-37）の異なる23ｍ20781が1株で、

PFGEでは13株全てがバンド3本以内の違いであった。 

なお、13株を他の散発事例や家庭内感染由来株と比較

すると、MLVA法で4遺伝子座以上が、PFGE法でバンド4本

以上が異なっていた（表3、図1）。 

当該保育施設では、EHEC感染者5人を含む園児18人

が、9月1日から10月15日にかけて下痢等を呈していた。 

 

 

 

4 考 察 

 令和 5 年に県内で発生した 3 類感染症は、EHEC 感

染症 55 人と細菌性赤痢 1 人であった。EHEC18 人と細

菌性赤痢 1 人は定期検便で検出され、特定の職業へ就業

する従事者の検便の重要性が示唆された。 

 1 保育施設で 13 人の EHEC O26（VT1）感染症が発

生した。1 株は他の 12 株とリピート数が異なっていたが、

PFGE 及び疫学調査結果から、13 人は同一クローン由来

株による集団感染と推察された。 

 13 人のうち園児 4 人は無症状で、発症した園児 5 人中

4 人は発症から便採取日まで 22 日以上（最大 48 日）経

過していた。このことから、無症状病原体保有者の存在

及び感染者の長期間の排菌が集団感染の一因と思われた。 

感染経路として、9 月から 10 月にかけて下痢などを呈

する園児が 18 人確認されたことから、保育施設又は家

庭において接触感染が持続的に起きていたと思われた。 

EHEC の感染予防及び蔓延防止として、正しい手洗い

の励行などが重要である。保健所による感染症対策の指

導の結果、当保育施設内で新たな発生は見られず終息し

た。 
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表 3. O26MLVA 型の各遺伝子座のリピート数 

表 2. O157・O26 の MLVA 型（n=40） 

図 1. O26 の PFGE パターン 
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